森村・川村ゼミ2004.5.12用プレレジュメ　

デヴィッド・ハーヴェィ『ポストモダニティの条件，第Ⅰ部』
宮本小綾　村石美羽　小椋なつき　深井麻希子
ポストモダニズムを理解する一つの方法として、モダニズムの動きをみることができる。そのモダニズムの動きには啓蒙思想そしてそこからその他、多様な表現様式による美学の探求があり、これらの動きは「永遠」「不変」の諸要素の発見＝「普遍的人間解放」を目的としたものであった。美学の探求の動きに続いて、第２次世界大戦後には美学的探求によって創造されたモダニズムの芸術家たちの新しい表現様式が、抽象表現主義の台頭と共に生じた、モダニズムの脱政治化をきっかけに、国際的権力を握ったアメリカに利用されてしまう。アメリカの自由主義的イデオロギーへと変えられることになってしまうのだ。このように、独特の美学原理のようなものが、結局は国家権力を伝えたり、イデオロギーに吸収されてしまうことは皮肉としてとらえることができる。

【議論点】

流行というのは、それを作っている人（発信者・企業家）と大衆(受信者・消費者)が存在する。そしてモノが上流階級だけのものではなく、大衆にいきわたるような状況ができて、流行は社会全体を覆うものとなった。発信者と受信者の関係には、プレモダンにおいて密接なかかわりはなく、権威者の意のままに、モノが発信されていたが、現代に至るにつれその関係は次第に密接になっていった。P17の記述では、「創造的な企業家主義が幻想と欺瞞を生み出す作業に結びついた」とあり、現代では、発信者を意識する大衆が増え、互いの存在を意識し、相互に影響力を与える状況が生まれていると思う。とはいえ、私たちは流行に頼らざるをえない社会生活を送っている。そして流行に対し人々が共感したり注意することなど、どのように対処すればよいかわかりかねる。所詮、大衆は企業家たちなどの管理下におかれている。それに大衆が発信者についていくのには限度があるのではないか。流行は時に発信者が自己利益を目的とした影響力を振るうといった危険性、問題性をはらみ、また一方で社会を活発にさせ、人々の楽しみや心の安定となるというような二面性を持っていると考えられる。

私たちの議論したい点

今、その流行をみなさんはどうとらえていますか。流行と大衆はどのように関わっていると思いますか。
